
大阪大学では、熊本地方を震源とする地震に関する対応等を迅速に行い、復興支援活動等に取組む

ため、熊本地方を震源とする地震復興支援対策会議（議長：西尾章治郎総長）を設置し、下記の

支援活動を行っています。

[掲載ホームページURL]　 http://www.osaka-u.ac.jp/ja/news/info/earthquake201604/earthquake

１．ＤＭＡＴ、医療支援チームの派遣

http://www.hosp.med.osaka-u.ac.jp/earthquake/index.html

２．教職員・学生ボランティアの派遣

３．支援物資の提供

4．被災大学の学生・教職員支援、被災者への支援（住宅提供等）

http://www.respect.osaka-u.ac.jp/activities/notice/kumamoto_earthquakes_multilingual/

http://www.library.osaka-u.ac.jp/news/20160425_common.php

http://www.library.osaka-u.ac.jp/news/20160420_seimei.php

・高等司法研究科ローライブラリーと自習室の利用を可能とした。

▼ 熊本地震に係る支援活動の概要

大阪大学

派遣先

宇城市内

熊本県内

・4月16日から5月15日まで、宇城市等へ、のべ１0名を派遣した。

派遣期間 派遣人数

4月16日～4月19日 ６名（医師２名・看護師２名・業務調整員２名）

4月23日～4月29日 １名（高度救命救急センター医師１名）

派遣先 派遣期間 業務

愛育会福田病院 5月8日～5月15日 ３名（産科婦人科医師3名）

派遣人数

熊本大学 7月11日～15日 災害復旧に向けた書類作成 職員　3名

熊本県 4月28日～5月9日 被災文教施設応急危険度判定 職員　1名（延べ3名）

・被災地の学生の図書館利用を可能にした。

・被災地の機関から図書館への文献複写依頼を複写料金・送料無料とした。

・多言語対応の情報サイト「Kumamoto Earthquakes Multilingual Information & Situation

　 Reports (by The Respect Program of Osaka University)を作成し公開している。

提供先 派遣期間

熊本大学 非常食1000食、水1000リットル（4月27日）


